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緯　

（
３
４
１
）
０
８
６
１

０４２

怯
あ
と
り
え
津
田
油
彩
展　
　

月　
１０

２２

日
（
火
）
〜　

日
（
日
）
午
前　

時

２７

１０

〜
午
後
５
時
（　

日
は
午
後
１
時
か

２２

ら
、　

日
は
午
後
４
時
ま
で
）。
緯

２７

山
内　

（
３
４
１
）
０
８
９
９

０４２

怯
２
０
１
３
年
上
水
写
真
サ
ー
ク
ル

写
真
展　
　

月　

日
（
火
）
〜　

月

１０

２９

１１

４
日
（
月
・
振
休
）
午
前　

時
〜
午

１０

後
５
時
（　

月　

日
は
正
午
か
ら
、

１０

２９

　

月
４
日
は
午
後
４
時
ま
で
）。
緯

１１赤
羽　

（
３
４
３
）
２
６
２
７

０４２

怯
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
学
習
教

室
作
品
展　
　

月　

日
（
火
）
〜　

１１

１２

１７

日
（
日
）
午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

（　

日
は
正
午
か
ら
、　

日
は
午
後

１２

１７

４
時
ま
で
）。緯
小
平
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー　
（
３
４
４
）２
１
２
０

０４２

　

ろ
う
そ
く
に
灯
が
と
も
る
と
、
お
は
な

し
会
が
始
ま
り
ま
す
。

　

ふ
だ
ん
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
ん
で
い

る
昔
話
や
創
作
の
お
話
を
語
り
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
木
）　

午
前　

時

１１

１４

１０

〜
正
午

と
こ
ろ　

津
田
図
書
館

費　

用　

無
料

対　

象　

成
人

定　

員　
　

人
３０

※
保
育
６
人
あ
り
ま
す
（
市
内
在
住
の
１

歳
児
か
ら
学
齢
前
ま
で
、
先
着
順
）。

主　

催　

小
平
市
教
育
委
員
会
、
小
平
市

子
ど
も
文
庫
連
絡
協
議
会

申
込
み　
　

月　

日
（
月
）
の
午
前　

時

１０

２１

１０

か
ら
、
問
合
せ
先
へ
（
電
話
可
、
先
着
順
）

問
合
せ　

津
田
図
書
館
緯　

（
３
４
１
）

０４２

１
２
４
５

 　

公
民
館
に
映
画
（
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
）

を
見
に
来
ま
せ
ん
か
。
親
子
で
楽
し
め
る

映
画
を
上
映
し
ま
す
。

と　

き　
　

月
９
日
（
土
）　

午
前　

時

１１

１０

か
ら

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

費　

用　

無
料

定　

員　
　

人
６０

内　

容　
「
セ
ロ
ひ
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」、

「
ふ
し
ぎ
な
錦
」
ほ
か

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　

中
央
公
民
館
緯　

（
３
４
１
）

０４２

０
８
６
１

 　

中
国
の
政
治
、
経
済
や
日
中
交
流
に
つ

い
て
学
び
、
留
学
生
の
生
の
話
に
触
れ
、

今
の
中
国
を
身
近
に
感
じ
る
講
座
で
す
。

土
曜
子
ど
も
映
画
会

お
隣
の
国
「
中
国
」
を

身
近
に
感
じ
る
講
座

国
際
理
解
講
座

と　

き　
　

月　

日
〜
平
成　

年
１
月　

１１

１４

２６

３０

日
の
木
曜
日
（　

月　

日
、
平
成　

年
１

１２

２６

２６

月
２
日
を
除
く
）　

午
前　

時
〜
正
午　

１０

全　

回
１０

※　

月　

日
（
木
）
は
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ

１１

１４

ョ
ン
の
た
め
午
前
９
時　

分
か
ら
。

３０

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

費　

用　

無
料
（
料
理
の
回
は
実
費
）

対　

象　

市
民

定　

員　
　

人
３０

講　

師　

渡
邉
與
五
郎
さ
ん
（
吉
林
師
範

大
学
名
誉
教
授
）
ほ
か

申
込
み　
　

月
３
日
（
日
・
祝
）
ま
で

１１

（
月
曜
日
を
除
く
）
の
午
前
９
時
か
ら
午

後
９
時
ま
で
に
、
問
合
せ
先
へ
（
電
話
・

電
子
メ
ー
ル
可
、
申
込
み
多
数
の
場
合
は

抽
選
し
、　

月
６
日
（
水
）
以
降
、
結
果

１１

を
全
員
に
連
絡
）

※
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
、
住
所
、
氏
名（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
件
名
を
「
国
際
理
解
講
座
申
込
み
」

と
し
て
送
信
。

問
合
せ　

中
央
公
民
館
緯　

（
３
４
１
）

０４２

０
８
６
１
、
死kom

inkan@
city.ko

   
      
        

daira.lg.
         j  p  

 　

憲
法
改
正
の
議
論
が
広
が
り
、
関
心
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。「
憲
法
と
は
何
か
」か

ら
「
憲
法
と
地
方
自
治
」
ま
で
を
学
び
ま

せ
ん
か
。

と　

き　
　

月　

日
〜
平
成　

年
１
月　

１１

１２

２６

２８

日
の
火
曜
日（　

月　

日
・　

日
を
除
く
）

１２

２４

３１

　

午
後
７
時
〜
９
時　

全　

回
１０

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

費　

用　

無
料

対　

象　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

定　

員　
　

人
３０

講　

師　

池
上
洋
通
さ
ん
（
自
治
体
問
題

研
究
所
主
任
研
究
員
）

申
込
み　
　

月　

日
（
水
）
ま
で
（
月
曜

１０

３０

日
を
除
く
）
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時

ま
で
に
、
問
合
せ
先
へ
（
電
話
・
電
子
メ

ー
ル
可
、
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

し
、　

月
１
日
（
金
）
以
降
、
結
果
を
全

１１

員
に
連
絡
）

※
電
子
メ
ー
ル
の
場
合
、
住
所
、
氏
名（
ふ

り
が
な
）、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う

え
、
件
名
を
「
憲
法
講
座
申
込
み
」
と
し

憲
法
を
学
び
、

地
方
自
治
を
考
え
る

憲
法
講
座

て
送
信
。

問
合
せ　

中
央
公
民
館
緯　

（
３
４
１
）

０４２

０
８
６
１
、
死kom

inkan@
city.ko

   
      
        

daira.lg.j

          p  

 
怯
Ｆ
Ｃ
東
京
の
人
材
育
成
か
ら
学
ぶ
、
自

ら
考
え
行
動
で
き
る
子
ど
も
の
育
て
方

　

小
平
市
（
大
沼
町
）
に
練
習
場
を
構
え
、

Ｊ
リ
ー
グ
で
大
活
躍
す
る
Ｆ
Ｃ
東
京
を
率

い
る
阿
久
根
社
長
が
、
ク
ラ
ブ
の
行
動
指

針
と
し
て
掲
げ
る
「
自
立
」
を
テ
ー
マ
に
、

元
気
の
出
る
講
演
を
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
木
）　

午
前　

時

１０

３１

１０

〜
正
午

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
２
階
ホ
ー
ル

費　

用　

無
料

定　

員　

百　

人
５０

※
小
学
生
の
保
護
者
以
外
の
方
も
参
加
で

き
ま
す
。

講　

師　

阿
久
根
謙
司
さ
ん
（
東
京
フ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
叙
代
表
取
締
役
社
長
）

主　

催　

小
平
市
教
育
委
員
会
、
小
平
市

立
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

わ
が
子
に
チ
ャ
ン
ス
を

つ

か

ま

せ

る

小
P
連
講
演
会

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ

問
合
せ　

生
涯
学
習
推
進
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
８
３
４

 　

小
平
市
、
小
金
井
市
、
国
分
寺
市
、
東

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

資
質
向
上
に
関
す
る

三
市
・
学
芸
大
学
連
携
講
座

京
学
芸
大
学
の
連
携
に
よ
る
講
座
で
す
。

　

今
回
は
、
小
平
会
場
の
案
内
で
す
。

怯
特
別
支
援
教
育
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
講
座

　

特
別
な
支
援
が
必
要
な
子
ど
も
へ
の
理

解
を
広
め
る
と
同
時
に
、
学
校
教
育
を
支

え
る
人
材
を
育
成
す
る
講
座
で
す
。

と　

き　

左
表
の
と
お
り

と
こ
ろ　

東
京
学
芸
大
学
、
白
梅
学
園
大

学
ほ
か

費　

用　

無
料

申
込
み　

開
講
日
の

３
日
前
ま
で
に
、
フ

ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は

電
子
メ
ー
ル
で
受
講

希
望
講
座
名
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
の
う
え
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京
学

芸
大
こ
ど
も
未
来
研

究
所
・
小
山
田
へ（
電

話
可
）
緯
・
俊　
０４２

（
３
１
２
）
４
１
１

２
、
死codom

o@

     
  
 

u-gakugei.ac.j

              p  

問
合
せ　

生
涯
学
習

推
進
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
８
３
４

 　

期
間
中
、
小
・
中
学
生
は
無
料
で
観
覧

で
き
ま
す
（
同
伴
の
保
護
者
は
観
覧
料
が

必
要
）。
ま
た
、
平
櫛
田
中
の
生
涯
を
描

い
た
漫
画
「
田
中
彫
刻
記
」
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
土
）
〜　

月
４
日

１０

２６

１１

（
月
・
振
休
）　

午
前　

時
〜
午
後
４
時

１０

（
火
曜
日
は
休
館
）

対　

象　

小
・
中
学
生

 　

玉
川
上
水
を
臨
む
美
し
い
庭
園
で
、
お

茶
と
お
菓
子
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま

す
。

と　

き　
　

月　

日（
金
）〜　

日
（
日
）

１０

２５

２７

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０
わ
く
わ
く
体
験

美
術
館
ウ
ィ
ー
ク

-

/

.

0

11111

11111
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秋

の

お

茶

会

-

/

.

0

111

111

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

と
こ
ろ　

平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館
庭
園

（
天
候
不
良
の
場
合
は
館
内
）

費　

用　

１
席
３
百
円
（
ほ
か
に
観
覧
料

が
必
要
）

※
各
日
、
先
着　

人
。

６０

協　

力　

小
平
茶
道
華
道
友
の
会
、
津
田

塾
大
学
表
千
家
茶
道
部

問
合
せ　

平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館
緯　
０４２

（
３
４
１
）
０
０
９
８
、
生
涯
学
習
推
進

課
緯　

（
３
４
６
）
９
５
７
４

０４２

 
怯
世
界
の
家
庭
料
理　

イ
ラ
ン

　

カ
ス
ピ
海
や
ペ
ル
シ
ャ
湾
と
接
し
、
山

々
が
連
な
る
イ
ラ
ン
の
家
庭
料
理
を
作
り

ま
す
。食
後
に
イ
ラ
ン
の
話
も
あ
り
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
金
）　

午
前　

時

１１

１５

１０

〜
午
後
２
時

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
実
習
室

費　

用　

１
千
４
百
円

対　

象　

市
民
お
よ
び
会
員

定　

員　
　

人
程
度
（
６
人
ま
で
会
員
優

２４

先
）

内　

容　

ル
ビ
ア
ポ
ロ
（
ピ
ラ
フ
）、
フ
ェ

レ
ニ
（
デ
ザ
ー
ト
）
ほ
か

小
平
市
国
際
交
流
協
会

講　

師　

ガ
ラ
ハ
ー
ニ
ー
・
フ
ァ
テ
メ
さ

ん
（
イ
ラ
ン
・
テ
ヘ
ラ
ン
出
身
）

申
込
み　
　

月
６
日
（
水
）
ま
で
（
火
曜
・

１１

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）
の
午
前
９
時
か

ら
午
後
５
時
ま
で
に
、
問
合
せ
先
へ
（
電

子
メ
ー
ル
可
。
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽

選
し
、　

月
８
日
（
金
）
ま
で
に
、
当
選

１１

者
の
み
に
文
書
で
連
絡
）

問
合
せ　

小
平
市
国
際
交
流
協
会
（
学
園

西
町
地
域
セ
ン
タ
ー
３
階
）
緯　

（
３
４

０４２

２
）
４
４
８
８
、
死info@

kifa-toky

     
          

o.j

   p  怯
韓
国
語
と
韓
国
文
化
を
学
ぼ
う

と　

き　
　

月　

日
〜
平
成　

年
１
月　

１１

２９

２６

３１

日
の
金
曜
日
（　

月　

日
、
平
成　

年
１

１２

２７

２６

月
３
日
を
除
く
）　

全
８
回

と
こ
ろ　

学
園
西
町
地
域
セ
ン
タ
ー
３
階

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　

用　

受
講
料
８
千
円
、
賛
助
会
費
２

千
円
（
平
成　

年
度
賛
助
会
員
は
不
要
）

２５

対　

象　
　

歳
以
上

１８

定　

員　

各
ク
ラ
ス　

人
１２

内　

容　

▽
Ａ
ク
ラ
ス
…
初
歩
の
韓
国
語

と
韓
国
文
化
を
学
ぼ
う　

午
前　

時
〜　

１０

１１

時　

分
３０

▽
Ｂ
ク
ラ
ス
…
韓
流
ド
ラ
マ
で
学
ぶ
韓
国

語
講
座　

午
後
３
時
〜
４
時　

分
３０

※
Ｂ
ク
ラ
ス
は
ハ
ン
グ
ル
文
字
の
読
み
方

が
わ
か
る
方
が
対
象
。

講　

師　

リ
ュ
・
シ
ニ
ョ
ン
さ
ん
ほ
か
３

人
（
東
京
学
芸
大
学
韓
国
人
留
学
生
）

申
込
み　
　

月
８
日
（
金
）
ま
で
に
、
問

１１

合
せ
先
へ
（
電
子
メ
ー
ル
可
。
申
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
し
、
当
選
者
の
み
に
文

書
で
連
絡
）

問
合
せ　

小
平
市
国
際
交
流
協
会
緯　
０４２

（
３
４
２
）
４
４
８
８
（
火
曜
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）、

死info@
kifa-tokyo.j

     
            p  

 
怯
第
７
回　

白
梅
子
ど
も
学
講
座

▽
発
達
障
害
の
再
考
２　

療
育
訓
練
の
前

に
、
子
育
て
が
あ
る

と　

き　
　

月　

日
（
土
）　

午
後
１
時

１０

２６

　

分
〜
４
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

白
梅
学
園
大
学

費　

用　

２
千
円

定　

員　

百　

人
５０

公

開

講

座

講　

師　

尾
崎
ミ
オ
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
京

都
自
閉
症
協
会
副
理
事
長
）
ほ
か

申
込
み　

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
ま
た
は
送
付

で
、
問
合
せ
先
へ

問
合
せ　

白
梅
学
園
大
学
教
育
・
福
祉
研

究
セ
ン
タ
ー
緯　
（
３
４
６
）
５
６
３
９
、

０４２

俊　

（
３
４
６
）
５
６
５
２

０４２
怯
津
田
塾
大
学
ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
セ
ン
タ
ー

▽
希
望　

Ｈ
ｏ
ｐ
ｅ　

第
４
回
「
文
化
遺

産
の
継
承
と
未
来
へ
の
保
存　

美
術
品
修

復
の
現
場
か
ら
」

と　

き　
　

月　

日
（
金
）　

午
前　

時

１１

２２

１０

　

分
〜
正
午

３０と
こ
ろ　

津
田
塾
大
学
小
平
キ
ャ
ン
パ
ス

費　

用　

無
料

定　

員　
　

人
５０

講　

師　

岩
井
希
久
子
さ
ん
（
絵
画
修
復

家
）

申
込
み　

は
が
き
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
で
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、

問
合
せ
先
へ
（
申
込
み
後
、
連
絡
が
な
い

限
り
受
講
可
）

問
合
せ　

津
田
塾
大
学
ウ
ェ
ル
ネ
ス
・
セ

ン
タ
ー
（
〒　

們
８
５
７
７　

津
田
町
２

１８７

們
１
們
１
）
緯　
（
３
４
２
）５
１
４
７
、

０４２

俊　

（
３
４
２
）
５
１
４
４

０４２

 
怯
一
小
フ
ァ
ミ
リ
ー
運
動
会
（
一
小
地
区

青
少
対
）

と　

き　
　

月　

日
（
日
）　

午
前
９
時

１０

２７

〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

小
平
第
一
小
学
校
校
庭
（
雨
天

時
は
体
育
館
）

内　

容　

子
ど
も
会
各
地
区
対
抗
、
大
人

と
子
ど
も
の
競
技

問
合
せ　

小
野
緯　
（
３
４
１
）９
５
７
９

０４２

怯
青
少
対
ま
つ
り
（
九
小
地
区
青
少
対
）

と　

き　
　

月
２
日
（
土
）　

午
前　

時

１１

１０

〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

小
平
第
九
小
学
校
校
庭
・
体
育

館
ほ
か
（
雨
天
時
は
校
舎
内
）

内　

容　

模
擬
店
、
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
、

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
ほ
か

問
合
せ　

岩
渕
緯
０
９
０
（
３
０
９
５
）

６
１
８
０

ホ
ッ
と
Ｈ
Ｏ
Ｔ
こ
だ
い
ら

フ
ァ
ミ
リ
ー
デ
イ
参
加
事
業

特別支援教育サポーター育成講座
内　容と　き

障がいのある子どものコミュニケーション１１月１日（金）
午後０時３０分〜２時３０分

医学的にみた特別支援教育の在り方１１月１日（金）
午後３時〜５時

思春期・中学生の支援　発達に困難を有する中学生
の自律と自立をめざす教育実践

１１月４日（月・振休）
午前９時〜１０時３０分

特別支援教育のポイント　子どもは適切な教育支援
により顕著に発達します

１１月４日（月・振休）
午前１０時３０分〜正午

当事者の視点　自閉症スペクトラムの私が求める理
解と支援

１１月６日（水）
午前１０時３０分〜正午

学級における特別支援教育の全体像１１月８日（金）
午後０時３０分〜２時３０分

知的障害、発達障害の理解・心理１１月８日（金）
午後３時〜５時

小学校の発達支援　障害・困難があっても、どの子
も楽しく学び、ともに成長しあう教育実践

１１月１７日（日）
午前１０時〜正午

特別支援学校の実際を知る　東京学芸大学附属特別
支援学校の授業参観

１２月１０日（火）
午前９時〜１０時３０分

特別支援学校の実際を学ぶ　知的障害の子どもが抱
える性の困難と性教育の実践

１２月１０日（火）
午前１０時３０分〜正午

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大
人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人
ののののののののののののののののののののののののの
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ

大
人
の
た
め
のののののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
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お
は
な
し
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会


